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地
球
温
暖
化
の
し
く
み

　

地
球
は
大
気
に
包
ま
れ
て
お
り
、
大

気
に
は
二
酸
化
炭
素
（
CO2

）
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
温

室
効
果
ガ
ス
は
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
暖
め
ら
れ
た
地
表
面
か
ら
放
出

さ
れ
る
赤
外
線
の
一
部
を
吸
収
し
、
生

物
が
住
み
や
す
い
気
温
（
平
均
気
温
は

15
℃
）に
保
つ
働
き
が
あ
り
ま
す
。も
し
、

温
室
効
果
ガ
ス
が
な
け
れ
ば
、
地
球
は

マ
イ
ナ
ス
18
℃
の
寒
さ
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
人
間
の
活
動
に
伴
う

石
油
な
ど
化
石
燃
料
の
大
量
消
費
に

よ
っ
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
大
量
に
排

出
し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
大

気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
加
し
、
適

度
な
温
室
効
果
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
気
温
が
上
昇
し

始
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

地
球
温
暖
化
と
い
い
ま
す
。

ど
こ
ま
で
続
く
の
か
気
温
上
昇

　

20
世
紀
の
１
０
０
年
間
に
、
地
球

の
平
均
気
温
が
0.6
℃
上
が
り
ま
し
た
。

１
９
９
０
年
代
の
10
年
間
は
、
過
去

１
０
０
０
年
で
最
も
温
暖
な
10
年
と
な

り
ま
し
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
は
、
こ
の
ま

ま
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、
２
１
０
０

年
に
は
、
1.4
℃
〜
5.8
℃
気
温
が
上
昇
す

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
人
間

が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
社
会
を
築

い
て
い
く
か
に
よ
っ
て
、
気
温
の
上
昇

の
仕
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
、
地

球
温
暖
化
を
最
低
限
の
レ
ベ
ル
に
抑
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

　

か
け
が
え
の
な
い
地
球
の
た
め
に

　
　
　

〜 

地
球
温
暖
化
と
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
を
考
え
る 

〜

　

私
た
ち
は
便
利
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
を
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
温
暖
化
を
は
じ
め

と
し
た
地
球
へ
の
負
担
の
上
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
。
そ

れ
は
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

し
、
日
々
の
生
活
の
な
か
で
環
境
意
識
を
高
め
た
行
動
を

実
践
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す
。
今
月
は
地
球
温
暖
化
と

家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼温暖化のメカニズム
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地
球
温
暖
化
に
よ
る 

日
本
へ
の
影
響

　

地
球
の
平
均
気
温
が
２
℃
上
昇
し
た

場
合
は
、
日
本
に
も
下
記
の
よ
う
な
影

響
が
現
れ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
社
会
基
盤
、
人
間
の
健
康
、
農

業
、
自
然
生
態
系
な
ど
に
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
に
は

　

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
CO2

の
排
出
を
減
ら
す
、
つ
ま
り
化
石
燃
料

の
消
費
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
）
を
抑

え
る
「
省
エ
ネ
」
が
必
要
で
す
。
こ
こ

で
家
庭
で
の
「
省
エ
ネ
」
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
CO2

の
う
ち
、

照
明
・
家
電
製
品
な
ど
の
電
力
に
よ
る

も
の
が
一
番
多
く
、
自
動
車
、
暖
房
な

ど
か
ら
も
多
く
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「夏のエコスタイル」の実施について
　本町は、地球温暖化防止対策の一環として、本年
も職員の「夏のエコスタイル」に取り組んでいます。
住民の皆さまも、趣旨をご理解いただき、町主催の
会議などに出席する場合は、軽装でお願いします。

◆目　的　職場などでの適正冷房の徹底による省エ
　　　　　ネルギーの一層の推進を通じ、地球温暖
　　　　　化を防止し、環境と共生するビジネス文
　　　　　化の定着、発信を図ります。
◆期　間　６月１日（日）～９月 30 日（火）
◆内　容　①適正冷房（概ね 28℃）の実施
　　　　　②軽装勤務（町職員は軽装勤務を行います
　　　　　　※上着を着用しません。ノーネクタイ
　　　　　　とします）

―問い合わせ―
総務課　行政係

℡（０７９６）８２ ‐ ３１１１

消
費
電
力
量
の
多
い
家
電
製
品
を
省
エ

ネ
型
に
換
え
た
り
、
上
手
に
使
う
こ
と

は
電
気
代
の
節
約
に
も
な
り
、
省
エ
ネ

の
近
道
で
す
。
身
の
回
り
の
小
さ
な
こ

と
か
ら
省
エ
ネ
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
冷
房
の
温
度
を
１
℃
高
く
、
暖
房
の

温
度
を
１
℃
低
く
設
定
す
る

◆
待
機
電
力
を
50
％
削
減
す
る

◆
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
き
、
省
包
装
の

野
菜
を
選
ぶ

年間約60㎏のCO2の削減、
約 3,400 円の節約

年間約 58㎏の
　　　CO2 の削減

年間約33㎏のCO2の削減、
約 1,800 円の節約

出典：環境省「地球温暖化パネル」

台風の雨量や
　　豪雨が増加

ブナ林の減少など
　　生態系の急変

熱帯性感染症の流行

出典：環境省「地球温暖化パネル」
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◆
基
本
方
針
③

　

栽
培
技
術
情
報
や
病
害
虫
情
報
等
の

提
供
に
よ
る
営
農
指
導
の
強
化

　

農
業
栽
培
技
術
に
つ
い
て
は
、
農
業

改
良
普
及
員
や
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
等

に
よ
る
現
場
で
の
営
農
技
術
指
導
が
中

心
で
あ
る
。
ま
た
、
病
害
虫
防
除
情
報

に
つ
い
て
は
、
病
害
虫
が
発
生
し
て
も

情
報
源
は
農
業
改
良
普
及
員
の
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
情
報
の
提
供
や
指
導
に

時
間
を
費
や
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

提
供
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

活
用
し
、
栽
培
技
術
情
報
や
病
害
虫
情

報
な
ど
を
生
産
者
に
迅
速
か
つ
適
切
に

提
供
す
る
こ
と
で
営
農
指
導
の
強
化
を

図
り
、
被
害
の
防
止
や
生
産
性
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
く
。

●
夢
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
栽
培
技
術
情
報

や
病
害
虫
情
報
等
に
関
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
拡
充
す
る

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
に
お

け
る
栽
培
技
術
情
報
や
病
害
虫
情
報

等
の
提
供
を
拡
充
す
る

●
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

映
像
を
制
作
し
、
全
国
に
配
信
す
る

◆
基
本
方
針
②

　

農
林
水
産
物
の
直
売
情
報
等
の
提
供

に
よ
る
地
産
地
消
の
推
進

　

町
内
に
は
農
林
水
産
物
直
売
所
が
数

箇
所
あ
り
、
町
内
外
の
消
費
者
が
利

用
し
て
い
る
。
直
売
所
は
、
生
産
者
と

消
費
者
の
顔
の
見
え
る
関
係
構
築
の
拠

点
と
し
て
地
産
地
消
を
促
す
役
割
も
持

つ
。
し
か
し
、
各
直
売
所
の
開
催
日
時

や
販
売
品
目
、
値
段
等
が
十
分
周
知
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
品
物
が
売
れ
残
る

な
ど
非
効
率
な
直
売
運
営
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

活
用
し
、
事
前
に
農
林
水
産
物
を
販
売

す
る
営
業
日
時
や
場
所
、
品
目
、
値
段

等
を
消
費
者
に
情
報
提
供
し
た
り
、
漁

港
の
セ
リ
市
の
映
像
を
配
信
す
る
こ
と

に
よ
り
、
直
売
所
の
販
売
促
進
と
地
産

地
消
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

●
町
内
の
農
林
水
産
物
販
売
所
に
関
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、
情
報

を
提
供
す
る

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
自
主
放
送
に
て

農
林
水
産
物
情
報
を
提
供
す
る

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
漁
港

の
セ
リ
市
の
映
像
を
配
信
す
る

　

21
世
紀
を
先
導
す
る―

日ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
・
タ
ウ
ン

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

を
め
ざ
し
て
①

　

今
月
は
「
農
林
水
産
業
の
活
性
化
」

で
す
。

【
情
報
通
信
技
術
活
用
の
個
別
目
標
】

①
農
林
水
産
業
の
活
性
化

②
商
工
業
の
活
性
化
と
観
光
・
交
流
の

促
進

③
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
と
定
住
促
進

④
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

⑤
暮
ら
し
の
安
全
性
・
利
便
性
・
快
適

性
の
向
上

⑥
教
育
環
境
の
充
実

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
新
温
泉
町
ｅ
‐
む
ら
づ
く
り
計
画
」
に
お
け
る
将
来
像

は
、「
21
世
紀
を
先
導
す
る―

日
本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

新
温
泉
町　

～
海
・
山
・

温
泉
を
つ
な
ぎ
、
地
域
力
を
最
大
限
に
活
か
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
～
」
と
し
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
町
の
持
つ
豊
か

な
個
性
を
町
内
外
へ
幅
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
地
域
資
源
や
地

場
産
業
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域
な
ど
の
関
わ
り
を
深
め
、
地
域
に
元
気
を
も
た
ら

す
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
連
載
で
、
情
報
通
信
技
術
活
用
の
６
つ
の
個
別
目
標
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

農
林
水
産
業
の
活
性
化

◆
基
本
方
針
①

　

産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
の
強
化

　

本
町
は
、
日
本
海
沿
岸
有
数
の
漁
獲

量
を
誇
る
漁
港
を
有
し
、
松
葉
ガ
ニ
、

ホ
タ
ル
イ
カ
、
ハ
タ
ハ
タ
等
日
本
を

代
表
す
る
海
の
幸
や
但
馬
牛
の
ブ
ラ
ン

ド
、
高
原
野
菜
、
二
十
世
紀
梨
な
ど
の

山
の
幸
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
産
地
ブ

ラ
ン
ド
に
関
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

は
じ
め
各
種
媒
体
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
、
情
報

発
信
を
強
化
し
、
知
名
度
の
向
上
と
販

売
促
進
を
図
る
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
産
地
ブ

ラ
ン
ド
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る

広報しんおんせん（6月号）
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※
Ｉ
Ｃ
Ｔ　
　

日
本
で
は
Ｉ
Ｔ

（Inform
ation Technology

）

が

同
義
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｔ
に

「Com
m

unication

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
）」
を
加
え
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
方
が
、

国
際
的
に
は
定
着
し
て
い
る
。
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ブロードバンドあれこれ①
「路線バス事業とケーブルテレビ事業に 

　　　　　おける民間サービスについて」
　これまで、但馬地域の公共交通を担ってきた全但バ
ス㈱は、町からの約 2,300 万円の赤字補填をしても
なお、収支の改善が見込めないとして本年 9 月末を
もって、本町の５路線からの休止申し出がありました。
　町としては、撤退された場合、高齢者等の買物 ･
通院等生活活動に支障をきたすため、これを保障す
る責務があると判断し、本年 10 月から町主体でバ
ス事業を実施していくこととしています。
　新温泉町のような人口密度が低い地域において
は、バス事業等において民間企業として収支が合わ
ないといった実態があります。
　ブロードバンド整備事業においても、この実態が
あてはまるような気がします。　「民間企業が入って
くるはず、活用すべき」との声がありますが、企業
は収支が合わない事業に参入することは困難と考え
られます。民間 3 社に文書で確認したところ、町内
に光ファイバーを敷設する計画はないと回答があり
ました。町の中心部だけでなく、周辺部までくまな
く平等に基盤整備していくことは町が果たすべき責
務と考えられます。

体験コーナー・施設見学会・出前講座のご案内
　ケーブルテレビへの理解を深めていただくために
インターネット体験コーナーと施設見学会、そして、
出前講座を計画しています。

◇夢ネット（インターネット）体験コーナー
　設置場所　町民センター　ロビー
　設置期間　平成 20 年 7 月 31 日（木）まで
　利用時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　設置台数　1 台

◇夢ネット施設見学会
　開 催 日　平成 20 年 6 月 25 日（水）
　時 　 間　午後 1 時 30 分～午後 3 時
　対 象 者　浜坂地域の方
　集合場所　午後 1 時役場正面玄関
　　　　　　または午後 1 時 30 分町民センター
　※役場から町民センターまではマイクロバス
　　（定員 28 名）　で送迎します。
◆参加申し込み先　企画課　℡（0796）82-5624

◇出前講座を受付中です
　本年度は出前講座で次のような講座を用意していま
すので、ぜひご活用ください。

◆
基
本
方
針
④

　

農
林
水
産
物
生
産
者
情
報
の
提
供
に

よ
る
消
費
者
と
生
産
者
の
信
頼
関
係

の
構
築

　

食
に
対
す
る
安
全
・
安
心
が
求
め
ら

れ
る
な
か
、
農
林
水
産
物
の
栽
培
履
歴

等
の
情
報
は
十
分
に
消
費
者
に
対
し
提

供
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
農
林
水
産
物

に
関
す
る
履
歴
を
積
極
的
に
提
供
し
、

消
費
者
が
安
心
し
て
食
品
を
購
入
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
を
目
指
す
。
こ
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
（
生
産

物
履
歴
を
追
跡
で
き
る
仕
組
み
）
の
導

入
に
よ
り
、
生
産
者
は
、
栽
培
へ
の
責

任
が
生
じ
る
と
と
も
に
、
他
の
生
産
者

の
状
況
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
品

質
の
向
上
や
食
の
安
全
性
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
消
費
者
は
、
農
林
水
産
物

の
生
産
情
報
を
知
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
情
報
開
示
を
通
じ
て
生
産
者
と
消

費
者
の
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
消
費
拡

大
に
つ
な
が
る
。

●
生
産
者
か
ら
販
売
ま
で
の
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
て
生

産
者
と
消
費
者
が
情
報
交
換
で
き
る

場
を
提
供
す
る

内
の
盗
難
防
止
と
し
て
漁
港
等
に
定
点

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
関
係
者
に
映
像
配

信
を
行
う
シ
ス
テ
ム
が
あ
げ
ら
れ
る
。

●
定
点
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
漁
港
等
の

監
視
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

◆
基
本
方
針
⑤

　

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
生
産
活

動
の
作
業
の
軽
減
化

　

農
林
水
産
業
に
お
い
て
は
、
就
業
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
・
後
継
者
不
足
な

ど
に
よ
り
ま
す
ま
す
生
産
環
境
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

な
か
、
今
後
、
農
林
水
産
業
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
は
、
就
業
者
の
作
業
の

軽
減
化
が
望
ま
れ
る
。

　

今
後
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
、
就
業
者
の
作
業
が
軽
減

化
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討
し

て
い
く
。
具
体
例
と
し
て
は
、
漁
港
の

監
視
や
海
面
状
態
の
監
視
、
密
漁
や
船

広報しんおんせん（6月号）

H20（2008）.6.12

※
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ　

農
作
物
・
畜
産

物
な
ど
に
つ
い
て
、
生
産
か
ら
加
工
、

流
通
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
逐
一
記

録
を
残
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
個
々

の
製
品
の
行
き
先
を
把
握
し
た
り
、
履

歴
を
た
ど
っ
て
出
所
を
確
認
し
た
り
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。講　座　名 講　座　内　容

「夢ネットと浜坂地域ブロー
ドバンド整備について」

夢ネットの紹介と浜坂地域
ブロードバンド整備について

「夢ネットのコミュニティ
チャンネルを見てみよう」

コミュニティチャンネル
（自主放送）視聴
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▼
基
金
の
目
的

　

新
温
泉
町
は
、
住
民
参
加
に
よ
る
個

性
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
地
域

福
祉
の
向
上
、
次
世
代
に
継
承
す
べ
き

地
域
資
源
の
保
全
、
活
用
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
寄
付
を
募
り
ま
す
。

▼
基
金
の
管
理

　

新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
へ

寄
せ
ら
れ
た
現
金
は
、
金
融
機
関
へ
預

金
し
て
管
理
し
ま
す
。
ま
た
、
最
も
確

実
か
つ
有
利
な
方
法
で
管
理
し
ま
す
。

▼
事
業
の
実
施
と
基
金
の
処
分

　

新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

は
、
寄
付
金
を
募
る
際
に
、
あ
ら
か
じ

め
新
温
泉
町
が
示
し
て
い
る
事
業
に
充

て
る
場
合
に
限
り
、
全
部
又
は
一
部
を

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
寄
付
の
額

　

１
口
５
千
円
を
基
本
と
し
、
何
口
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
寄
付
金
の
使
い
み
ち

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
次

の
４
つ
の
施
策
の
財
源
と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
個
性
あ
ふ
れ
る
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
に
役
立
て
ま
す
。

①
自
然
環
境
の
保
全
及
び
景
観
の
維

持
、
再
生
に
関
す
る
事
業

新
温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
へ
の
寄
付
の
ご
案
内

　

本
町
は
、
海
・
山
・
温
泉
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
但
馬
牛
、
松
葉
か
に

と
い
っ
た
全
国
に
誇
る
地
域
資
源
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
町
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
末
の
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
付
を
す
る
と
、

そ
の
額
に
応
じ
て
住
民
税
が
減
額
さ
れ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
を
受
け
、
本
町
の
貴
重
な
自
然
・
資
源
の
継
承
な
ど
を
目
的
と
し
て
、「
新

温
泉
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
新
温
泉
町
に
対
し
て
ふ
る
さ

と
意
識
や
興
味
を
お
持
ち
の
方
々
、
ま
た
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
々

の
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

②
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
及
び
健
康

増
進
に
関
す
る
事
業

③
但
馬
牛
・
松
葉
か
に
・
ホ
タ
ル
イ
カ
等

地
域
特
産
物
の
振
興
に
関
す
る
事
業

④
伝
統
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

▼
寄
付
の
申
し
込
み
方
法

　

寄
付
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
「
寄

付
申
込
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
を
い
た
だ
い

た
後
、
本
町
か
ら
寄
付
申
込
書
等
関
係

書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
際
は
、
使
途
の
指
定
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
指
定
の
な

い
場
合
は
、
新
温
泉
町
長
が
指
定
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▼
寄
付
金
の
状
況
報
告

　

寄
付
金
の
運
用
状
況
は
、
毎
年
度
終

了
後
６
ヶ
月
以
内
に
公
表
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

財
政
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

　

FAX
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
０
５
４ 海上傘踊り

山陰海岸

但馬牛

松葉かに

◇
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と
は

生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し
た
い
自
治
体
へ

の
寄
付
を
納
税
と
位
置
付
け
、
そ
の
額

に
応
じ
て
居
住
す
る
都
道
府
県
や
市
町

村
に
納
め
る
住
民
税
が
軽
減
さ
れ
る
。

５
千
円
以
上
寄
付
し
た
場
合
、
住
民
税

が
上
限
で
１
割
程
度
控
除
さ
れ
る
。

青少年新春かるた大会



�

町政のうごきから

広報しんおんせん（6月号）

H20（2008）.6.12

自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練

　

消
火
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う

防
災
訓
練

　

災
害
時
に
お
け
る
避
難
場
所
と
避
難

ル
ー
ト
の
確
認
、
地
区
の
避
難
訓
練
、

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
浸
水
範

囲
の
確
認
、
災
害
時
要
援
護
者
の
支
援

訓
練
な
ど
、
自
主
防
災
会
で
災
害
に
備

え
た
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
備
え
て
持
出
品
の
準

備
、
炊
き
だ
し
な
ど
水
や
食
糧
の
確
保

な
ど
を
地
域
内
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

消
火
訓
練

　

出
火
時
に
お
い
て
、
消
防
署
や
消
防

団
が
到
着
す
る
ま
で
、
迅
速
に
初
期
消

火
が
で
き
る
よ
う
に
消
火
栓
器
具
の
点

検
と
操
作
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う
。
消
火

栓
の
使
い
方
や
ホ
ー
ス
の
伸
ば
し
方
な

ど
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
知
っ
て
お
く
こ

と
で
消
火
活
動
が
実
施
で
き
、
早
期
消

火
や
類
焼
防
止
な
ど
被
害
を
最
小
限
に

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
の
自
然
災
害
は
規
模
が
大
き
く
、
過
去
を
上
回
る
被
害
が
で
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
火
災
件
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
や
火

災
に
備
え
て
、
自
主
防
災
会
で
防
災
訓
練
や
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
消
防
団
と
連
携
し
て
消
火
訓
練

を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
会
の
活
動
交
付
金

　

自
主
防
災
会
で
防
災
・
消
火
訓
練
を

す
る
場
合
に
は
、
町
よ
り
交
付
金
を
支

給
し
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

申
請
が
多
い
と
き
は
、
予
算
の
都
合

に
よ
り
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
計
画
を
立
て
て
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◇
一
団
体
あ
た
り
１
万
円
（
年
一
回
）

◇
参
加
者
一
世
帯
あ
た
り
１
０
０
円

　

ま
た
、
以
前
は
あ
ま
り
影
響
が
な

か
っ
た
こ
の
時
期
の
台
風
が
、
最
近
で

は
梅
雨
前
線
を
刺
激
し
て
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
に

は
台
風
４
号
と
梅
雨
前
線
の
活
発
化
に

よ
り
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨
と
な

り
、
土
砂
災
害
や
住
家
損
壊
な
ど
大
き

な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

大
雨
と
台
風
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
天
気
予
報
な
ど
気
象
情
報
を

収
集
し
、
早
め
に
災
害
に
備
え
て
く
だ

さ
い
。

　

戸
締
り
や
浸
水
対
策
を
行
う
と
と
も

に
、
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
す
み
や
か

に
避
難
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
害
が
出
そ
う
な
と
き
は

　

被
害
が
出
そ
う
な
場
合
は
、
町
か
ら

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
を
行
い
ま
す
。

避
難
勧
告
が
出
た
と
き
は
、
隣
近
所
と

一
緒
に
避
難
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
か
ら
の
連
絡
は
防
災
行
政
無
線
、

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
、
広
報
車
な
ど
を
用
い
て
行

い
ま
す
。

　

避
難
勧
告
・
避
難
指
示

　

避
難
勧
告
は
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ

の
あ
る
場
合
に
住
民
に
対
し
て
行
わ
れ

る
勧
告
で
、
す
み
や
か
に
避
難
所
へ
避

難
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

避
難
指
示
は
避
難
勧
告
よ
り
強
制
力

が
あ
り
、
指
定
地
域
の
住
民
は
必
ず
避

難
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

消
防
防
災
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
１
３
１

梅
雨
期
の
大
雨
に
注
意

　

近
年
、
梅
雨
期
に
お
い
て
梅
雨
前
線
の
活
発
化
に
よ
り
全
国
で
大
雨
が
降
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
大
雨
は
局
地
的
に
激
し
く
降
り
、そ
の
雨
量
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

大
雨
に
よ
り
川
の
氾
濫
や
浸
水
、
土
砂
崩
れ
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自主防災会による消火訓練
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▼
募
集
作
品

①
種
類
及
び
様
式

◇
ポ
ス
タ
ー　

四
つ
切
り
画
用
紙（
縦
・

横
の
使
い
方
は
自
由
）
を
使
用

◇
標
語　

任
意
の
用
紙
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い

②
テ
ー
マ

・
身
近
な
生
活
の
中
か
ら
、
人
権
尊
重

の
生
き
方
を
考
え
る
。

・
同
和
問
題
を
は
じ
め
様
々
な
差
別
に

つ
い
て
正
し
く
認
識
し
そ
の
解
消
の

方
途
を
考
え
る
。

・
共
に
生
き
る
明
る
い
社
会
の
あ
り
方

を
考
え
る
。

▼
募
集
の
対
象

　

町
内
在
住
在
勤
の
方

　

本
町
で
は
、
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
差
別
の
な
い
共
に
生
き
る
明
る
い

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
８
月
を
推
進
強
調
月
間
、
12
月
４
日
～
10
日
を
推
進
強
調

週
間
と
し
て
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
人
権

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
差
別
解
消
へ
の
意
欲
を
培
う
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ポ

ス
タ
ー
と
標
語
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

大
切
に
し
た
い
一
人
一
人
の
人
権

　

「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
」
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集
に
つ
い
て

▼
応
募
方
法

　

作
品
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
各
部

門
ご
と
１
人
１
点
、
自
作
・
未
投
稿
・

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
）

▼
募
集
期
限　

7
月
1
日
（
火
）

▼
選
考
及
び
表
彰
等

・
入
賞
作
品
と
し
て
優
秀
賞
と
入
選
を

選
考
し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
の
う
ち
、
優
秀
賞
は
8
月

9
日
に
開
催
す
る
「
新
温
泉
町
人
権

を
考
え
る
つ
ど
い
」
の
開
会
行
事
で

表
彰
し
、
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

な
お
、
入
選
は
表
彰
状
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に
か
え
ま
す
。

▼
そ
の
他

　

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
入
賞
作
品
は
、

各
所
に
展
示
す
る
と
共
に
、
印
刷
物

な
ど
に
よ
り
広
く
町
民
啓
発
に
活
用

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

駐車場整備工事 芦屋 舗装工　A=1,496㎡
電気設備工　1 式 6,930,000 平成 20 年 4 月 25 日～

　平成 20 年 6 月 25 日 株本建設工業㈱

（平成 20 年 4 月 16 日～平成 20 年 5 月 15 日契約分）

▲昨年度優秀賞　温泉小学校５年
　佐々木優女さんの作品

◀
昨
年
度
優
秀
賞　

浜
坂
高
等
学
校

　

２
年　

山
本
恵
理
さ
ん
の
作
品
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町政のうごきから
　

広
げ
よ
う　

深
め
よ
う　

人
権
学
習
の
輪

　

新
温
泉
町
人
権
セ
ミ
ナ
ー
講
座
生
募
集

▼
募
集
の
対
象　

町
内
在
住
、
在
勤
及

び
在
学
の
人

▼
募
集
人
員　

40
〜
50
人

▼
開
設
回
数　

６
回
（
下
表
参
照
）

▼
募
集
期
限　

6
月
30
日
（
月
）

※
継
続
し
て
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
募

集
期
限
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
関
心
の
あ
る
講
座
の
み
参
加
を
希
望

す
る
方
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他　

４
回
以
上
参
加
さ
れ
た
方

に
は
、
修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

お
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
「
人
権
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
講
し
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆セミナー開催日程
開催日 時　間 会　場 学習テーマ、講師等など

7/9
（水） 午後 7 時～ 8 時 30 分 たじま農協

浜坂支店

・開講式
・講話「命のおわりをみつめて」
   講師　川島正博氏（豊岡市人教会長）

8/9
（土） 午後 1 時 30 分～ 夢ホール

・新温泉町人権を考えるつどい
   人権講演会「ＡなのにＡでない」
   講師　徳永 進氏（野の花診療所院長）

9/18
（木） 午後 7 時～ 8 時 30 分 たじま農協

浜坂支店

・講話「女性問題の現状と課題」
   講師　吉岡千明氏
　　　　（鳥取県中部総合事務所県民局人権相談員）

10/7
（火） 午後 7 時～ 8 時 30 分 町民センター

・講話「被差別部落の人々こそ世界人権宣言の履行に
　　　　最も努力した人々～水平社宣言を通して～」
   講師　坂田　収氏（日本交通㈱人権教育指導員）

11/6
（木） 午後 7 時～ 8 時 30 分 たじま農協

浜坂支店

・講話「認知症高齢者の理解とコミュニケーション」
   講師　岸野秀子氏
　　　　（認知症サポーター「キャラバン・メイト」指導員）

12/3
（水） 午後 7 時～ 8 時 30 分 町民センター

・講話「障害者と共に生きる」
   講師　福永幸男氏
　　　　（鳥取県車椅子バスケットボール協会理事長）
・閉講式

◆問い合わせ
　教育委員会　社会教育課　　℡（0796）82 ‐ 5629
　教育委員会分室　　　　　　℡（0796）92 ‐ 1870

昨年夢ホールで行われた「人権を考える集い」
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加藤文太郎
記念図書館

「6月のおすすめの本」
ご案内

赤ちゃん・子どものお祝いごと
出産から小学校入学までの行事 

　成美堂出版編集部編／成美堂出版
赤ちゃんが誕生し成長する過程には、
帯祝い、出産祝い、お七夜、お宮参り
などさまざまなお祝いごとがあります。
妊娠、出産から小学校入学までの節目
ごとのお祝いについてイラスト入りで
詳しく紹介。付録としてお祝いごとの
基礎知識も記載。

源氏物語への招待
新人物往来社

今から千年前に誕生した源氏物語は、
現在もなお不朽不滅の物語。この執筆
者・紫式部とは、どんな女性だったのか。
多くの現代語訳者が生まれ続ける理由
とは…。日本が誇る世界文化遺産「源
氏物語」の魅力を紹介。

風花
　川上弘美作　／集英社

日下のゆり 33 歳。結婚して 7 年の夫・
卓哉の浮気で離婚に悩み、途方に暮れ
ながらも自分と向き合い、夫と向き合
うが…。何気ない日常生活の中で、色
あせてゆく愛を描く。川上弘美初めて
の「結婚小説」。

夏の階段
梨屋アリエ著／ポプラ社

希望に胸ふくらませて高校に入学した
が、まだクラスになじめない彼、彼女
たち 5 人。ひたすら大学へ向けて勉強
する崇音。楽しかった中学校を懐かし
む千映見。好きな人に思いが届かない
和磨らが織りなす、ほんのり甘く切な
い高校生生活を描く 5 つの連作短編。

しゃっくりがいこつ
マージェリー・カイラー作・S.D. シンドラー絵／セーラー出版
しゃっくりがとまらなくて困っている
がいこつ。友だちのおばけもいろんな
方法をためして、お手伝いするのです
が…。がいこつのしゃっくりは、とま
るのでしょうか？

  

おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『ころころころ』他
◆と 　き　6月14日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『まだかな』他
◆と 　き　6月28日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（6月号） 10

7 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

6 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

は休館日
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広報しんおんせん（6月号）

▼
対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
35

歳
以
下
の
人
で
、
町
内
の
事
業
所
及

び
通
勤
可
能
な
範
囲
の
事
業
所
に
就

職
し
た
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①
若
者
新
卒
就
業
者　

新
規
学
卒
者
が

就
業
し
た
と
き

②
若
者
Ｕ
タ
ー
ン
就
業
者　

町
外
に
転

出
後
、
町
内
に
転
入
し
就
業
し
た
と
き

③
若
者
転
入
就
業
者　

住
所
を
有
し
な

い
も
の
が
転
入
し
就
業
し
た
と
き

④
産
業
後
継
就
業
者　

事
業
の
後
継
者

ま
た
は
家
族
従
業
員
と
し
て
事
業
に

従
事
し
た
と
き

⑤
事
業
所
設
立
就
業
者　

町
内
に
事
業

所
を
新
た
に
開
設
し
た
と
き

▼
交
付
内
容　

利
用
で
き
る
施
設
は
、

町
が
指
定
す
る
10
施
設
で
す
。
１

セ
ッ
ト
10
枚
綴
り
（
各
施
設
１
枚
）

▼
交
付
申
請
手
続　

施
設
利
用
券
交
付

申
請
書
に
勤
務
先
の
事
業
主
証
明
を

し
て
い
た
だ
き
申
請
書
を
役
場
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

若
者
就
業
者
町
内
施
設
利
用
券 

 「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
交
付
し
ま
す

　

本
町
で
は
、
各
施
設
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
地
元
に
定
住
し
就
職
し
た
若
者
に
対

し
て
、町
内
施
設
利
用
券
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
町
を
再
認
識
し
、
積
極
的
に
町
づ

く
り
に
参
画
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼対象施設
浜　坂　地　域 温　泉　地　域

 七釜温泉 ｢ゆ～らく館｣  リフレッシュパークゆむら

 但馬海岸遊覧船  湯村温泉博覧館「夢千代館」

 ユートピア浜坂  ログハウスカナダ
　（一部自己負担あり）

 浜坂先人記念館「以命亭」  但馬牧場公園リフト

 浜坂海岸レクリェーションセンター  おもしろ昆虫化石館

新規学卒者及びＵターン就職者へのお知らせ

◆問い合わせ
商工観光課　商工労政係　℡（０７９６）８２ ‐ ５６２５
温泉総合支所　振興課　　℡（０７９６）９２ ‐ １１３１㈹

平成 20 年度新規学卒者・ 
Ｕターン就職者激励会のお知らせ

　新しく就職された新規学卒者及びＵターン・転
入者が、新社会人として地元で夢と希望を持って
働き、将来、地域の大きな担い手として活躍して
いただくため、就職者激励会を開催します。情報
交換、交流の場として、お気軽にご参加ください。

◇対象者　町内に住所を有する35歳以下の方で、
　　　　次の①～④に該当する人

①新規学卒者で町内・町外事業所に就職した人
②新規学卒者で事業後継者又は家族従業員とし
　て従事した人
③過去１年以内にＵターン又は転入した人で町

内・町外事業所に就職又は事業後継者として従
事した人

④ 新規学卒者 ･ Ｕターンした人、又は転入した
人で事業所を設立した人

◇と　き　７月３日（木）午前９時 30 分～正午
◇ところ　町民センター
◇内　容　講演の後、意見交換と記念品の贈呈を
　　　　　行います。
◇参加申し込み　６月 26 日（木）までに商工観

光課へお申し込みください。

昨年の就職者激励会
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 20 年 5 月 20 日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

広報しんおんせん（6月号）

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180 ～ 300
㈲ラッキー美容院 美 容 技 術 一 般、

アシスタント等 39 以下 140 ～ 250
オザキ住建㈱ 営業 不問 238
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 160 ～ 195
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120 ～ 151
㈲山米鮮魚 ホームページ

作成補助 不問 130 ～ 180
㈱大上建設 土木施工管理技士 不問 250 ～ 300
㈱山陽フードサービス 栄養士 不問 140 ～ 250
日清医療食品㈱
近畿支店

調理員
不問 133 ～ 146調理師

栄養士 144 ～ 176
㈱隆栄水産 営業 不問 190 ～ 300
㈱マルワ渡辺水産 鮮魚 不問 160 ～ 200
社会福祉法人　尚徳会
特別養護老人ホーム　
とよおかの里

介護職 不問 162 ～ 175

（温泉地域）

㈱朝野家
販売係

不問
140 ～ 150

営業係 145 ～ 155
客室係 225 ～ 260

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205 ～ 245
フロント 145 ～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 不問 198
㈱井筒屋 客室係 不問 231 ～ 256

調理係 147 ～ 228
㈲八田屋 客室係 不問 188 ～ 226
㈱寿荘 配膳係 不問 180 ～ 250
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 123 ～ 130

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 140
看護師 152

㈱西沢製作所 溶接工 不問 143
㈱光商会 ガソリンスタンド

スタッフ 不問 138 ～ 184

富士綜合警備保障㈱
警備員 18 ～ 64 132 ～ 187
機動パトロール
及び機械警備員 18 以上 140 ～ 170
営業 64 以下 150 ～ 200

セコム㈱兵庫本部 セキュリティ
スタッフ 18 以上 155 ～ 170

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 155 ～ 190

㈲清美社
公共下水道施
設保守管理助
手及び大型ト
ラック運転

19 ～ 35 180 ～ 240

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700 ～ 1,000
㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ

㈱隆栄水産
ウ エ ー タ ー、
ウエートレス 不問 750 ～ 950
販売補助 800 ～ 950

山陰道路㈱ ホール係 不問 700 ～ 800
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 900 ～ 1,200
サイバーワールド 調理補助

及び接客 不問 700 ～ 900
日清医療食品㈱
近畿支店 調理補助 不問 730 ～ 790

㈱マルワ渡辺水産 レジ 不問 750 ～ 900
惣菜、鮮魚 720 ～ 800

㈲山米鮮魚 事務 不問 750 ～ 850
加工 750

たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,180
ミネル㈱ 英会話講師及び

学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,500
㈱コメリ 販売員 不問 750 ～ 800
特定非営利活動法人
にーず 介護員 不問 800 ～ 1,000

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

調理場補助 850

㈱井筒屋
布団敷き

不問
800

客室係 1,300
料飲係 950 ～ 1,100

㈱寿荘 客室係 不問 800 ～ 1,500
洗浄係 800 ～ 1,200

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000 ～ 1,300
㈲八田屋 客室係 不問 800 ～ 1,000
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 1,200 ～ 1,400

㈱朝野家 ヒーリング
ルーム係 不問 800

社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 730
看護員 850

㈲兵庫ライフサービス フロアースタッフ 不問 770
湯村クリーンサービス 美装業務 不問 800 ～ 850
㈲ ゆ む ら 観 光
伯雲亭 旅館手伝い 不問 700 ～ 800
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790 ～ 2,180

絶対アカン！不法滞在・不法就労
　社会の健全な発展を図るために、不法滞在・不法就労問題について正しく理解し、外国人の不法滞在・
不法就労をなくすようご協力をお願いします。

◆問い合わせ　兵庫県美方警察署　℡（０７９６）８２－０１１０
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本
年
度
4
月
に
開
催
さ
れ
た
但
馬
家

畜
市
場
で
の
価
格
は
、
昨
年
に
比
べ

て
、
約
４
万
円
低
く
、
不
安
な
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
輸
入
飼
料

が
高
値
で
の
推
移
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
肥
育
農
家
が
子
牛
の
導
入
費
用

を
抑
え
る
た
め
、
子
牛
価
格
の
低
迷
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
ま
で

以
上
に
厳
し
い
状
況
下
で
経
営
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
19

年
度
に
は
全
国
的
に
遊
休
農
地
の
調
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
に
お
き
ま

し
て
も
、
全
地
域
の
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
今
年
か
ら
は
、
そ
の
調
査

内
容
を
踏
ま
え
て
、
遊
休
農
地
の
解
消

対
策
が
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

H20（2008）.6.12

　

―

農
業
委
員
会
情
報
№
28―

新
温
泉
町
に
お
け
る
畜
産
農
家
の
取
り
組
み

い
ま
す
。
そ
の
遊
休
農
地
を
利
用
し
て

放
牧
を
拡
大
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、

農
地
の
荒
廃
を
食
い
止
め
る
と
と
も

に
、
畜
産
農
家
の
負
担
を
軽
減
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

丹
土
集
落
の
鶴
谷
放
牧
組
合
で
は
、

平
成
16
年
度
か
ら
始
め
た
放
牧
で
遊
休

農
地
を
守
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
70
ａ

に
母
牛
を
数
頭
放
牧
し
て
い
ま
し
た

が
、
予
想
以
上
に
農
地
の
保
全
効
果
が

高
い
こ
と
か
ら
、
年
々
面
積
が
増
え

て
い
き
、
平
成
19
年
度
は
１
３
０
ａ
に

拡
大
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
、

２
０
０
ａ
で
放
牧
が
行
わ
れ
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
但
馬
牛
が
農
地
と

農
村
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、

但
馬
牛
の
放
牧
を
観
光
資
源
と
し
て
利

用
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
国
道
9
号
線
沿
い
に
放
牧
場
を
設

置
し
て
、
観
光
関
連
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
但
馬
牛
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
に
は
、

安
全
性
や
農
地
確
保
な
ど
多
く
の
課
題

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
地
元
住
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
新
温
泉
町
が
但
馬
牛
の
産
地
で
あ

る
こ
と
を
広
く
情
報
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
繁
殖
和
牛
経
営
は
、
地
域
の

観
光
資
源
と
し
て
、
但
馬
牛
を
活
用
し

た
方
策
を
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（6月号）

　

近
年
、
但
馬
牛
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
は
、

久
し
ぶ
り
に
子
牛
価
格
が
高
値
で
推
移
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
バ
イ
オ
燃
料
の
生
産

拡
大
か
ら
、
世
界
的
に
穀
類
が
不
足
し
、
家
畜
の
飼
料
が
３
年
前
と
比
較
す
る
と
約

１
・
３
倍
に
も
な
り
、
生
産
費
が
増
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
か
ら
１
５
０

年
続
い
た
湯
村
家
畜
市
場
が
出
場
頭
数
の
減
少
か
ら
閉
鎖
と
な
り
、
養
父
市
の
但
馬

家
畜
市
場
ま
で
子
牛
を
出
荷
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
伝
統
あ
る
市
場
が
廃
止
に

な
る
の
は
、
非
常
に
寂
し
い
も
の
で
す
。

▼
作
り
方

①
レ
バ
ー
を
た
っ
ぷ
り
の
湯
で
10
分
程

ゆ
で
、
水
で
き
れ
い
に
洗
っ
て
ざ
る

に
あ
げ
、
一
口
位
に
切
る
。

②
ニ
ラ
は
、
４
㎝
位
の
長
さ
に
切
る
。

③
厚
手
の
鍋
に
酒
を
入
れ
、
生
姜
の
千
切

り
を
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、①
を
入
れ
る
。

④
③
を
弱
火
に
し
て
、
10
分
程
煮
る
。
ニ

ラ
を
加
え
焼
肉
の
た
れ
で
味
つ
け
す
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
ニ
ラ
と
レ
バ
ー
の
煮
物

◆材料（４人分）
・ニラ・・・・・・300 ｇ
・鶏レバー・・・・200 ｇ
・土生姜・・・・・・少々
・酒・・・・・大さじ 1.5
・焼肉のたれ・・・・適量

丹土地区での放牧の様子
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美方警察署でのトライやる体験
　

　5 月 29 日（木）に訪れた美方警察署では、浜坂
中学校生 4 人が逮捕術を学んでいました。生徒は
構えや、前突き、前蹴りなど基本となるものから、
実際に犯人がいることを想定した、難易度の高い技
を真剣に、ときに楽しく取り組んでいました。
　この逮捕術は相手（犯人）の心理を上手に利用
し、周りの人はもちろん、自分もケガをせず、相手
にも大ケガを負わせない安全な逮捕を目的としてい
ます。
　この逮捕術を学んだ山﨑武蔵君は、「真剣に無我
夢中で取り組みたい」と真面目な顔つきで答えてく
れました。
　指導にあたった警察官の方は「犯人が人質をとっ
た場合、まず説得をして、もし犯人がまだ抵抗する
なら自分も相手も周りの人たちにも被害をださない
ように逮捕術を行う」と話していました。

（宇野　由起信）

美方広域消防本部でのトライやる体験

　5 月 30 日（金）に取材に訪れた美方広域消防本
部では浜坂中学校生 7 人、夢が丘中学校生 3 人の
計 10 人の生徒が活動していました。10 人の生徒
はロープを渡る渡過訓練、降りる降下訓練を消防署
職員の指導の下、緊張した面持ちで真剣に取り組ん
でいました。この厳しい訓練を怪我なく安全に進め
るため、大きな掛け声で安全確認を行っていました。
　浜坂中学校の松森広貴君は「厳しい訓練を積まな
いと人の命を救うことは出来ない。ふざけないよう
に命がけで取り組みたい」とインタビューに答えて
くれました。また、生徒たちはみんな「疲れた」と言っ
ていましたが、楽しそうに訓練を行っていました。
　指導ボランティアの岡田さんは「人を助けるため
には助けたいと思うことと、その人の気持ちを考え
なければいけない。そうすれば信頼される消防隊員
になれる」ということを話してくれました。

（吉澤　匠）

　浜坂中学校と夢が丘中学校の生徒による社会体験学習「トライ
やる・ウィーク」を５月 26 日（月）から５日間開催しました。
生徒らは期間中、学校では体験することのできない “ 働くことの
重要さ ” を学びました。そして、さまざまな体験を通して、心身
ともに大きく成長しました。
　役場企画課にも２人の生徒が訪れ、広報誌づくりを体験しまし
た。２人の生徒による「トライやる体験取材」です。

トライやる体験取材

▲取材に挑戦する吉澤君（左）と宇野君（右）

▲逮捕術を学ぶ生徒ら（撮影　吉澤　匠） ▲渡過訓練に取り組むトライやる生
　　　　　　　　　（撮影　宇野　由起信）
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　　　　　　　　山陰海岸ジオパークフォーラム

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（6月号）

　「海上芝桜フェスティバル」が 5 月 11 日（日）、海上
ふるさと体験ハウス広場で開催されました。海上地区で
は地域の活性化を目的として、シバザクラの植栽に取り
組んでおり、見ごろを迎える毎年この時期に開催してい
ます。会場では、化石の産地として知られる海上地区な
らではの「おもしろ化石発見大会」や「竹とんぼ飛ばし
大会」などのユニークなイベントのほか、地元でとれた
棚田米のおにぎりや山菜天ぷらなどの特産品の販売が行
われ、多くの観客でにぎわいました。

　国内初の世界ジオパーク認定を目指し、山陰海岸の魅
力を再認識する「山陰海岸ジオパークフォーラム」が、
5 月 10 日（土）鳥取市のとりぎん文化会館で開催され
ました。フォーラムでは基調講演やパネルディスカッ
ションが行われ、参加した市民ら約 350 人は真剣な表
情で耳を傾けました。また、503 点の公募の中から選
ばれた PR 用のロゴマークが発表されました。

　5 月 25 日（日）、麒麟獅子マラソン大会が開催され
ました。この日は全国から2,069名のランナーが参加し、
日本海の潮風を受けながら力走しました。同マラソンは、
役場前のしおかぜ通りをスタートし、浜坂県民サンビー
チ、岸田川沿いを走るコースでハーフ、10 キロ、5 キロ、
3 キロに分かれて走ります。ランナーは、沿道に詰めか
けた住民らの応援を受け、さわやかな汗を流しました。
走り終わったランナーには、イワシ団子汁が振る舞われ、
ホッと一息ついていました。

麒麟獅子マラソン大会

　多目的公園整備事業の一環として整備を進めてきた
「浜坂多目的公園グラウンドゴルフ場」が完成し、5 月
31 日（土）に竣工式を行いました。
　式典にはグラウンドゴルフ愛好者や工事関係者など約
50 人が出席し、完成を祝いました。式典では始球式も
行われ、馬場町長をはじめ愛好者らは試し打ちをし、完
成したばかりのコースの感触を確かめていました。この
公園は 9,400㎡の敷地に、2 コース 16 ホールのグラウ
ンドゴルフコースが整備され、トイレや東屋なども備え
ます。

浜坂多目的公園グラウンドゴルフ場竣工式

海上芝桜フェスティバル
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H20（2008）.6.12

ご
案
内

広報しんおんせん（6月号）

上
坂
洋
子
写
真
展 

但
馬
と
そ
の
近
郊
の
残
し
た
い
里
山

風
景
を
和
紙
に
写
す
『
里
山
巡
礼
』

　

但
馬
山
岳
写
真
会
会
員
の
上
坂
洋
子

さ
ん
（
豊
岡
市
在
住
）
が
撮
影
し
た
、

但
馬
周
辺
の
里
山
風
景
を
、
日
本
伝
統

の
和
紙
に
再
現
し
た
写
真
展
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き　

６
月
14
日
（
土
）
〜

　

７
月
９
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
展
示
数　

45
点

▼
そ
の
他　

６
月
22
日
（
日
）、
28
日

（
土
）、
７
月
６
日
（
日
）
の
３
日
間

（
い
ず
れ
も
午
後
）、
上
坂
さ
ん
が
会

場
に
訪
れ
、
写
真
の
解
説
等
を
行
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

絵
本
に
親
し
む
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
絵
本
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

6
月
27
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
〜
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

「
お
も
ち
ゃ
の
広
場
」 

開
催
の
ご
案
内

　

優
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
通
じ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
「
遊
ぶ
力
」「
生
き
る
力
」

を
育
み
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
26
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

ゆ
め
っ
こ
ラ
ン
ド

▼
主
催　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
９
２
‐
１
８
６
６

医療費受給者証の更新交付について
　老人（65 歳～ 69 歳）、障害者（高齢重度障害者）、
乳幼児等、母子家庭等、現在お持ちの医療費受給者
証（黄色）の有効期限は 6
月 30 日です。7 月 1 日から
新しい受給者証となります
ので、次のとおり更新交付
します。

◇交 付 時 期　６月下旬
◇交付の方法　郵送（児童手当現況届の必要な方は、
　　　　　　　届出時に受給者証を交付します）

―問い合わせ―
健康課　福祉医療係

℡（０７９６）８２ ‐ ５６２２
温泉総合支所　住民福祉課

℡（０７９６）９２ ‐ １１３１㈹

浜
坂
海
岸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

浜
坂
海
岸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
松
の
湯
）
は
、
改
修
工
事
（
浴

室
天
井
）
の
た
め
次
の
と
お
り
、
臨
時

休
館
し
ま
す
。

▼
休
館
日　

６
月
17
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
観
光
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

お
知
ら
せ
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ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂
は
、改
修
工
事（
玄

関
下
足
入
れ
取
り
替
え
、
ス
ロ
ー
プ
・

手
す
り
設
置
工
事
等
）
の
た
め
次
の

と
お
り
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
休
館
日　

６
月
18
日
（
水
）
〜

　

20
日
（
金
）
の
３
日
間

▼
問
い
合
わ
せ　

ユ
ー
ト
ピ
ア
浜
坂　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
０
８
０

県
長
寿
祝
金
の
廃
止
に
つ
い
て

　

兵
庫
県
で
は
、
毎
年
９
月
15
日
現

在
で
県
内
に
住
所
の
あ
る
88
歳
及
び

１
０
０
歳
の
方
に
対
し
、
長
寿
祝
金
が

支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
祝
福
事
業

が
重
な
り
、
対
象
と
な
る
高
齢
者
も
大

幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度

か
ら
次
の
と
お
り
事
業
が
見
直
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
で
は
少
子
・
高
齢
化
が
急
速
に
進

む
中
、
当
事
業
を
含
め
た
事
務
事
業
の

見
直
し
に
よ
り
新
た
な
行
政
需
要
に
的

確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
年
度
内
に
１
０
０
歳
に
な
る
方

　

知
事
の
祝
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈

▼
88
歳
の
方

　

廃
止

▼
問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
健
康
福
祉
部

社
会
福
祉
局
高
齢
社
会
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
０
３
３

町
敬
老
祝
福
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
の
町
敬
老
祝
福
事
業

は
、
県
祝
福
事
業
が
見
直
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
町
事
業
を
見
直
し
、
次
の
４
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
金
婚
夫
婦
祝
福
事
業
に
つ
い
て

は
、
該
当
さ
れ
る
方
を
募
集
し
、
米
寿

祝
事
業
と
あ
わ
せ
て
９
月
に
祝
品
を
贈

呈
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

①
百
寿
祝　

今
年
度
１
０
０
歳
に
な
る

方
へ
記
念
額
を
誕
生
日
に
贈
呈

②
米
寿
祝　

基
準
日
に
88
歳
に
な
る
方

へ
記
念
品
を
９
月
に
贈
呈
（
対
象
者

は
大
正
８
年
９
月
17
日
か
ら
大
正
９

年
９
月
16
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た

方
）

※
大
正
８
年
９
月
17
日
か
ら
大
正
８
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
に
祝
品

広報しんおんせん（6月号）

H20（2008）.6.12

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

6月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0��6）�2-1866

6月2�日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0��6）82-10�1

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

6月18日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0��6）�2-1866

6月1�日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0��6）82-10�1

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

③
地
域
敬
老
会
開
催
支
援　

地
域
・
地

区
な
ど
が
開
催
す
る
地
域
敬
老
会
事

業
へ
の
助
成

④
金
婚
夫
婦
祝
福
事
業　

町
内
に
在
住

す
る
、
昭
和
34
年
に
婚
姻
さ
れ
た
夫

婦
へ
祝
品
を
９
月
に
贈
呈

※
喜
寿
の
方
へ
の
祝
福
事
業
は
実
施
い

た
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

農
業
者
年
金
現
況
届
の 

期
限
は
６
月
末
で
す

　

農
業
者
年
金
を
続
け
て
受
け
る
た
め

に
毎
年
1
回
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
農
業
者

年
金
受
給
者
へ
、
現
況
届
の
用
紙
を
郵

送
し
て
い
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
経
営
移

譲
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
証
明
手

数
料
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

▼
提
出
期
限　

６
月
30
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６
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ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
県
や

町
の
貴
重
な
財
源
で
す
！

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
額
は
ゴ
ル
フ
場

の
規
模
、
利
用
料
金
等
を
基
準
と
し

て
、
一
人
一
日
あ
た
り
３
０
０
円
～

１
２
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
収
入
額
の
10
分

の
7
は
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
と

し
て
ゴ
ル
フ
場
が
所
在
す
る
市
町
に
交

付
さ
れ
、
地
域
振
興
を
図
る
う
え
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

▼
次
の
人
に
つ
い
て
は
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
ま
す
（
非

課
税
の
取
扱
い
を
受
け
る
に
は
、
申

出
書
等
の
提
出
と
証
明
が
必
要
で
す
）

①
18
歳
未
満
又
は
70
歳
以
上
の
人

②
障
害
者

③
国
民
体
育
大
会
に
参
加
す
る
選
手

（
同
大
会
の
ゴ
ル
フ
競
技
と
し
て
の

利
用
に
限
り
ま
す
）

④
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
ゴ
ル
フ
を

行
う
学
生
、
生
徒
、
教
員
等

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
豊
岡
県
税
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
３
１

農
業
用
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

技
能
講
習
会

　

担
い
手
の
経
営
規
模
拡
大
や
集
落
営

農
の
法
人
化
が
進
む
中
、
省
力
、
低
コ
ス

ト
農
業
を
目
指
し
、
県
下
各
地
域
で
高

性
能
大
型
機
械
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま

す
。
利
用
の
効
率
化
と
安
全
利
用
を
推

進
す
る
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
程

（
技
能
講
習
）

◇
期
日　

７
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　

７
月
30
日
（
水
）

◇
と
こ
ろ　

但
馬
空
港
駐
車
場（
豊
岡
市
）

（
免
許
試
験
）

◇
と
き

　
（
け
ん
引
免
許
）
７
月
31
日
（
木
）、

８
月
１
日
（
金
）

　
（
大
型
免
許
）
８
月
７
日
（
木
）、

　

８
日
（
金
）

◇
と
こ
ろ　

但
馬
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

（
養
父
市
八
鹿
町
）

▼
受
講
料

　
（
け
ん
引
免
許
）
３
万
５
０
０
０
円

　
（
大
型
免
許
）
３
万
円

▼
募
集
期
限　

６
月
20
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

農
林
水
産
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

　

温
泉
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

　

農
業
機
械
取
扱
業
者
は
、
兵
庫
県
農

業
機
械
化
協
会
へ
直
接
申
し
込
み

　

℡
（
０
７
９
０
）
47
‐
１
５
３
６

「
新
温
泉
町
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
」
作
品
募
集

　

本
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
写
真
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た

作
品
は
、
今
年
の
秋
に
浜
坂
、
温
泉
両

会
場
で
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
題
材　

新
温
泉
町
の
風
景
、
行
事
な

ど
で
あ
れ
ば
題
材
は
自
由

▼
規
格　

四
つ
切
、
ワ
イ
ド
四
つ
切

▼
作
品
数　

未
発
表
の
作
品
を
原
則
と

し
、
１
人
２
点
ま
で
と
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

9
月
19
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

平成 20 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集について

◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課人事係へ提出してください。
◇採 用 期 間　平成 20 年 7 月 1 日から平成 20 年 9 月 30 日まで（更新あり）
◇受 付 期 間　平成 20 年 6 月 12 日（木）から平成 20 年 6 月 24 日（火）午後 5 時まで
◇面 接 日 時　平成 20 年 6 月 25 日（水）午後 5 時 30 分から
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡（０７９６）８２ ‐ ３１１１

職　種 採用
人員

職 務 
内 容 賃  金  等 配  属  先 応  募  資  格  等 勤  務  時  間  等

 管理員  女性
１名

 施設管理業務
 （清掃等）

 時間
 800 円  ユートピア浜坂  18 歳以上 65 歳未満

 午前 8 時～正午
 （週 6 日、土日及び年末
 年始勤務あり）
 毎週木曜日定休
 雇用保険のみ加入します

募　

集
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第
９
回
「
宇
野
雪
村
賞
」

全
国
書
道
展
作
品
募
集

　

宇
野
雪
村
先
生
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る

と
と
も
に
、書
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、

本
年
度
も
全
国
書
道
展
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
作
品
数　

１
人
２
点
ま
で

▼
作
品
題
材　
（
規
定
課
題
）
真
、
安
、

実
（
自
由
課
題
）
自
由

▼
応
募
資
格

　

①
一
般
の
部　

大
学
生
以
上

　

②
学
生
の
部　

中
・
高
校
生

▼ 

出
品
料

　

①
１
点
に
つ
き
、
１
０
０
０
円　

　

②
同
３
０
０
円

▼
募
集
期
限　

９
月
８
日
（
月
）

▼
表
彰　
（
一
般
の
部
）
宇
野
雪
村
賞
・

文
部
科
学
大
臣
賞
１
点
（
賞
状
、盾
、

副
賞
10
万
円
）
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

初
心
者
英
会
話
教
室
の

受
講
生
募
集

　

こ
れ
か
ら
英
語
を
勉
強
し
て
み
た
い

方
、
英
語
に
興
味
は
あ
る
が
、
う
ま
く

話
せ
な
い
方
、
日
常
す
ぐ
に
役
に
立
つ
英

会
話
を
楽
し
く
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
日　

平
成
20
年
７
月
２
日（
水
）

よ
り
平
成
21
年
３
月
末
ま
で
の
毎
週

水
曜
日　

午
後
７
時
30
分
よ
り
（
１

時
間
程
度
）

▼
開
催
場
所　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
主
催　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会

▼
講
師　

浜
坂
中
学
校
英
語
指
導
助
手

ア
マ
ン
ダ
・
チ
ズ
ナ
ル
先
生

▼
受
講
資
格

　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
会
員

　

※
会
員
で
な
い
方
は
入
会
を
お
願
い

し
ま
す
。（
年
会
費
２
，
０
０
０
円
）

▼
募
集
定
員　

20
名
程
度

▼
受
講
料　

月
額　

１
０
０
０
円

▼
募
集
期
限　

６
月
25
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
方
法　

新
温
泉
町
国
際
交

流
協
会
事
務
局
へ
直
接
申
し
込
み
く

だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

新
温
泉
町
国
際
交
流

協
会
事
務
局
（
新
温
泉
町
役
場　

商

工
観
光
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５　

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
20
年
度
２
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
受
付
期
間　

８
月
31
日
（
日
）

ま
で

▼
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.u-air.ac.jp

▼
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
８
５
７
）
37
‐
２
３
５
１

【広告】　　　　　　－あなたの暮らしをお手伝いします－
　私ども但馬ダイエー警備保障㈲は、皆さまのより良い暮らしのために様々なサービスを提供して、ご
好評をいただいております。
　その一つに「買い物代行サービス」があります。食材、生活用品等、新温泉町のお店で購入できる商
品でしたら、ご希望の物を何でもご自宅までお届けします。（代行料１回８００円～）欲しいものがあっ
ても交通の便が悪くて買いに行けない場合や、かさばるものが欲しい場合などお声をかけてください。
　その他お庭の草取り、墓掃除、家庭の簡単な雑用、外出の付き添い等、出来る限りのことを致します。
お気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明します。

◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６




